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１ 課題設定の理由 

  南海トラフ巨大地震が、今後 30 年以内に 70％の確率で起こると予想されている。過去にも

巨大地震は繰り返されてきたが、仮に地震により発生した津波が押し寄せ、宇和島城のような

頑丈な木造建築物が海水にさらされた時、建造物にどのような問題が生じるのか興味を抱いた。

そこで、津波による浸水でもたらされる木材への影響を調査しようと考え、この主題を設定し

た。 

 

２ 仮説 

日本は地震大国であり、地震と密接な関わりを持っている。愛媛県では、南海トラフ地震の

ようなプレートの動きを要因とするもののほかにも、九州の阿蘇山などの火山活動に起因する

地震などの発生も考えられる。そのような状況で歴史的な建造物に対してそれぞれの時代で何

の対策もしてこなかったとは考えにくい。宇和島城において

も、建材である木材の特徴を生かした地震や津波に強い設計

がされているのではないかと考えた。 

 

３ 実験・研究の方法 

(1) 宇和島城の標高調査 

江戸時代の宇和島城周辺地図(図１)と現在の津波到達予

想地図とを比較するとともに、地形図をもとに宇和島城の

標高を調べた。宇和島城の標高は現在の津波到達予想の高

さより大きく上回るが、以前は城山が海に面していたこと

から、多少の被害はあると考えた。 

(2) 海水に浸した木材の強度測定                                        

宇和島城に用いられている木材が海水にさらされたこ

とを 想定して、海水に浸した木材の強度を測定した。た

だ、宇和島城に使用されている木材の情報を入手すること

ができなかったため、建築物に一般的に使われている木材

(アカマツ、ヒノキ、カツラ、ケヤキ、焼きスギ)を木片に

し、宇和海から汲み取った海水に浸した(写真１)。そして、

日陰に置くことで海水の蒸発を防ぎながら、３週間の経過

観察を行った。 

３週間後、海水に浸した木片とそうでないもの(※１)を

圧縮装置にかけ(写真２)、強度を比較した。                 

※１ いずれの木片も 13×38×50(mm)の直方体とする。                        

 

４ 結果と考察 

木材の強度測定結果を表１と表２にまとめた。海水による

 

図１ 宇和島城周辺地図 

 

写真１ 海水に浸した木材 

 

写真２ 木材の強度測定 



強度の変化が最も小さかったのは焼きスギだが、元々の強度が低 いため、家屋や城などの柱

においては不適であると考えられた。次にカツラの強度の変化が小さかったが、カツラは軽く、

柔らかいのが特徴のため、家屋の基礎としては不適である。実際の木造建築物の土台に使用さ

れる木材としては、ヒノキが多く使われていることが分かり、結果としては海水に対する耐久

性より、木材そのものの材質を生かした設計がなされていることが分かった。以上のことから

宇和島城は海水に対する強度を配慮をしていない建造物であり、津波に特別強いわけではない

と推測する。 

 

表１ 木目縦方向の強度 

 アカマツ ヒノキ カツラ ケヤキ 焼きスギ 

海水に浸してない木片 3.21t 3.51t 2.76t 4.08t 1.82t 

海水に浸した木片 1.95t 2.70t 1.85t 3.17t 1.20t 

                  

表２ 木目横方向の強度 

 アカマツ ヒノキ カツラ ケヤキ 焼きスギ 

海水に浸してない木片 370kg 370kg 350kg 430kg 160kg 

海水に浸した木片 2.2t※２ 250kg 200kg 850kg 30gk 

※２ 一度割れたものが集まって耐久したため、結果は 2.2t となっているが実際は 250kg ほどと見られる。 

 

５ まとめと今後の課題 

  今回の実験では、木材の強度を測ることに多くの時間を要し、宇和島城について調べたり、

地震や津波の影響を詳しく調査したりすることができなかった。考察としては津波に弱いとい

う推測にいたったが、もっと多方面からの検証が必要だと実感した。私たちが最初に設定して

いた課題は、津波による被害を宇和島城から学ぶというものであった。しかし今回は、木材を

海水にさらした影響という面でのみの調査にとどまった。当初考えていた、津波の浸水域に想

定される地域に位置する建築物の構造を調査したり、地震や津波に強い建築物について考察し

たりすることができなった。 

 将来、太平洋沿岸部の建造物が津波の被害を受ける可能性は高い。減災の観点からも、これ

までに大地震を経験した地域から学ぶ点は多いと考える。一方で、同じ建築物についても、様々

な角度から検証していく必要があることを、今回の研究で学んだ。今後は、宇和島と他地域を

比較するなどのような、広い視野を持って考察する姿勢を大切にしていきたい。 
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